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４月３月２月

９８８９５３８５１可燃ごみ

４９４４６９４１１ 収集
内
　
訳

３１１３２４２８２ 直接搬入

１８３１６０１５８ 下水汚泥ほか
３２１１７１７５資源ごみ

ごみ処理量の推移 　  （単位:ｔ）廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

　
　
　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
の
ご
み

処
理
量
は
、
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
生
ご
み
は
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
・
生
ご
み
処

理
機
で
堆
肥
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
時
は
、

水
切
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
野
外
で
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
と
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
大
気
中
に
排
出
さ

れ
、
自
然
環
境
や
人
体
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
ば
い
煙
や
悪

臭
で
、
地
域
の
生
活
環
境
に
支
障
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
に
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
１
千
万
円
以
下
（
法
人
は
３

億
円
以
下
）
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

◎
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
例
外

　
例
外
と
し
て
焼
却
が
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

煙
風
俗
習
慣
上
、
ま
た
は
宗
教
上
の

　
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄

　
物
の
焼
却
。

　
【
例
】
ど
ん
ど
焼
き
等
の
地
域
行
事

　
に
お
け
る
不
要
と
な
っ
た
門
松
、

　
し
め
縄
等
の
焼
却
。

煙
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

　
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

　
【
例
】
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
等
の

　
焼
却
、
林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た

　
枝
等
の
焼
却
。

煙
日
常
生
活
を
営
む
上
で
、
通
常
行

　
わ
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ

　
っ
て
軽
微
な
も
の
。

　
【
例
】
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
を

　
行
う
際
の
薪
等
の
焼
却
、
た
き
火
。

　
※
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

　
行
為
で
あ
っ
て
も
、
近
所
迷
惑
に

　
な
ら
な
い
よ
う
に
、
風
向
き
・
燃

　
や
す
量
・
時
間
帯
等
に
注
意
し
、
　

　
必
要
最
小
限
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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・
１
８
３
３

６７

問☎

　
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
野
外

焼
却
は
一
定
の
例
外
を
除
き
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、「
飲
み

水
を
　
未
来
に
つ
な
ご
う
　
ぼ
く
た

ち
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
　
回
６２

水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
水
の
ト
ラ
ブ
ル
や
災
害
に
遭
遇
し

て
初
め
て
水
の
出
な
い
不
便
さ
や
、

水
道
の
有
り
難
さ
に
気
づ
き
ま
す
。

こ
の
水
道
週
間
を
機
に
、
各
ご
家
庭

で
「
備
蓄
水
の
確
認
」「
漏
水
の
確
認
」

「
止
水
栓
の
位
置
の
確
認
」
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
郡
上
市
の
水
道
水
は
適
正

な
浄
化
処
理
お
よ
び
塩
素
消
毒
を
実

施
し
、
国
の
定
め
る
水
質
基
準
に
基

づ
い
た
水
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
水
道
水
の
安
全
性
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。
平
常
時
同
様
、
飲
用
・
調
理
・

食
器
洗
浄
・
入
浴
な
ど
日
常
生
活
に

安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
感
染
予
防
に
は
、
こ
ま
め
な
手
洗

い
・
う
が
い
が
効
果
的
で
す
。

　
身
近
で
す
ぐ
に
使
え
る
「
安
全
な

水
道
水
」
で
手
洗
い
・
う
が
い
を
し

ま
し
ょ
う
。
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・
１
１
２
９

６７

問☎

第
　
回
水
道
週
間

６２

水 
柱

郡
上
市
消
防
本
部
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・
０
１
１
９

６７

問緯 　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
細
菌

で
は
「
病
原
性
大
腸
菌
（
O－

１

５
７
）
」
が
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
で
は
、

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

【
判
断
】
一
般
的
な
症
状
は
、
ど

れ
も
似
て
い
ま
す
が
、
食
中
毒
特

有
の
症
状
は
無
く
、
風
邪
な
ど
に

間
違
わ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
食
事
の
後
、
数
時
間
が
経
っ

て
か
ら
症
状
が
出
た
場
合
や
他
に

も
同
じ
症
状
が
出
て
い
る
人
が
い

る
場
合
は
、
食
中
毒
が
疑
わ
れ
ま

す
。
「
食
中
毒
じ

ゃ
な
い
か
な
？
」

と
思
っ
た
場
合

に
は
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
予
防
法
の
三
原
則
で
細
菌
を

「
つ
け
な
い
」
、
「
増
や
さ
な
い
」
、

「
や
っ
つ
け
る
」
を
よ
く
守
っ
て

い
れ
ば
予
防
が
出
来
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
食
中
毒
の

発
症
が
多
く
な
り
ま
す
。
十
分
に

注
意
し
、
食
中
毒
に
な
ら
な
い
よ

う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
食
中
毒
」
は
、
湿
度
と
気
温
が

高
く
な
る
こ
の
時
期
に
起
こ
り
や

す
く
、
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。

怯
食
中
毒
と
は
？

　
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
含
ま

れ
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
下
痢
、
嘔
吐
、
吐
き
気
、
腹
痛

な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
命
を
奪
う

こ
と
も
あ
る
危
険
な
病
気
で
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
中
毒
は
、
飲
食
店
で

の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の

食
事
で
も
発
生
し
ま
す
。
普
段
、

当
た
り
前
に
し
て

い
る
こ
と
が
、
思

わ
ぬ
食
中
毒
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

【
症
状
】
腹
痛
、
下
痢
、
嘔
吐
、

吐
き
気
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

【
原
因
】
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
化

学
物
質
、
自
然
毒
、
寄
生
虫
が
原

因
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

食
中
毒
に
つ
い
て

予
防
方
法

症
状
と
原
因
と
判
断
に
つ
い
て


